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問題解決に向けたデータの活用や統計の分析による 

思考力・判断力・表現力の指導方法と評価についての研究 

－知識構成型ジグソー法を活用した表計算ソフトウェアによるデータ分析－ 

 

１ 単元や課題の設定理由・ねらい 

教科「情報」においては、情報機器や情報通信ネットワークを活用して、新たな情報を

創り出したり分かりやすく情報を表現したり、正しく伝達したりする活動を通して、合理

的判断力や創造的思考力、問題を発見・解決する能力の育成が求められている。しかし、

「情報活用能力調査（高等学校）調査結果」によると、ある事象の原因や傾向を推測する

ために、どのような情報が必要であるかを明確にすることや、多項目かつ桁数の多い数値

のある表で示された統計情報を、表計算アプリケーションを使って、数的な処理をするこ

とに課題があると分析されている。 

そこで、生徒にとって身近なテーマを設定し、表計算ソフトウェアによるデータ分析に

関するパフォーマンス課題及びルーブリックを作成した。また、この授業を実践するに当

たり、「知識構成型ジグソー法」を取り入れ、生徒が他者と協働しながら、主体的に問題の

発見・解決に取り組み、効果的に知識を深めさせることを目指した。 

 

２ 研究内容 

(1) 目標 

表計算ソフトウェアを活用して、適切に情報を処理し、問題を発見・解決することがで

きる。 

 

(2) 学習活動に即した評価規準（思考・判断・表現の観点のみ） 

高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを分析し、目的に応じたグラフを作成

することができる。 

 

(3) 課題及びその概要 

ア パフォーマンス課題について 

「学校経営案等に掲載されているデータや生徒対象のアンケート調査の結果のデータ

を分析して、地域の中学生に自分が通う高校の特徴や魅力を紹介しよう」というパフォー

マンス課題を設定した。 

イ 授業の進め方について 

知識構成型ジグソー法を活用して授業を進めた。知識構成型ジグソー法とは、東京大学 

CoREF が開発した学習方法であり、「STEP.0 問いを設定する、STEP.1 自分の分かって

いることを意識化する、STEP.2 エキスパート活動で専門家になる、STEP.3 ジグソー活

動で交換・統合する、STEP.4 クロストークで発表し、表現を見つける、STEP.5 一人に

戻る」という流れで授業を展開する。関わり合いを通して一人一人が学びを深めることを

ねらいとしており、自分の言葉で説明したり、他人の説明に耳を傾けたり、分かろうと

して自分の考えを変えたりといった、一連の活動を繰り返すことで、考え方や学び方



授業実践報告 グループ A 

- 11 - 

そのものを学ぶことを意図している。 

本研究では、エキスパート活動として、班ごとに異なるグラフの特徴や使用例、作成方

法等について学習を行う。その後、ジグソー活動として、異なる種類のグラフについて学

習した生徒を集めた新たな班で、エキスパート活動で学習したグラフに関する互いの知識

を伝え合い、アイデアを共有しながら、パフォーマンス課題に取り組む。 

 

ウ ワークシートの例 

 ① ワークシート１（エキスパート活動、ジグソー活動１） 
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   ② ワークシート２（ジグソー活動２） 
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   ③ 自己評価・相互評価シート 
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(4) 基本となる評価規準、基準 

規準 

基準 

高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを

分析し、目的に応じたグラフを作成することができ

る。 

A 

（十分満足できる状況） 

高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを

分析し、目的に応じた説得力のあるグラフを作成す

ることができ、そのグラフを作成した理由や意図を

明確に表現することができる。 

B 

（全員に到達してほしい望

まれる状況） 

高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを

分析し、目的に応じたグラフを作成することができ

る。 

C 

（努力を要する状況） 

高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを

分析できていない、または、目的に応じたグラフを

作成することができていない。 

 

(5) 基本となる指導の流れ 

時限 学習活動 指導上の留意点 

１ 

○ 導入（５分） 

・ 課題の内容及び授業の流れを理解

する。 

 

 

 

〇 エキスパート活動「グラフの特色

と作成方法」（35 分） 

・ 八つの班に分かれ、班ごとに、割

り当てられたグラフの特徴や使用

例、作成時の注意点等について学習

する。 

 

 

 

 

 

○ ジグソー活動１「エキスパート活

動での学習内容の共有」（10 分） 

・ それぞれのグラフについて学習し

た生徒を集めた４名の班を 10 班つ

くる。エキスパート活動で学んだ内

容を説明し合う。 

 

・ パフォーマンス課題の内容や目標、

授業の流れや知識構成型ジグソー法に

よる学習の進め方を説明し、学習活動

の見通しを理解させる。 

 

 

 

・ ４～５名を１班として８班つくる。

それぞれの班に「棒グラフ」「折れ線

グラフ」「円グラフ」「レーダーチャー

ト」のいずれかを割り当て、学習させ

る。 

・ ジグソー活動の際、エキスパート活

動で学んだグラフについて、他の生徒

に説明することができるよう、グラフ

に関する知識を深めさせる。 

 

 

 

・ エキスパート活動で学んだ内容をグ

ループで共有することで、グラフには

幾つかの種類があり、目的に応じた適
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切なグラフを使うことが必要なことに

気付かせる。 

２ 

○ ジグソー活動２「地域の中学生に

自分が通う高校の特徴や魅力を紹介

しよう」（40 分） 

・ 班ごとに、表計算ソフトを使用し

て、与えられたデータから、地域の

中学生に、自分が通う高校の特徴や

魅力を伝える上で必要な情報を分析

する。 

・ 中学生に伝えたい、高校の特徴や

魅力を明確にし、その情報を表現す

るのに適切なグラフを作成する。 

 

 

 

 

 

〇 まとめ（10 分） 

・ 「ジグソー活動２」の時間に班で

協議したことを基に、作成したグラ

フやその理由、伝えたい内容や工夫

した点をワークシートに記述する。 

 

 

 

・ 今回の学習活動の目標を再確認す

る。また、説得力のあるグラフを作成

するようにするには、目的や理由を明

確にすることが必要であることを伝え

る。 

・ 情報を受け取る相手のことを考え

て、グラフタイトル、データラベル、

凡例の表示やデータ要素の色の変更、

軸の境界値や目盛間隔の変更など、必

要な情報を明確に示し、理解しやすい

ようにグラフを作成することが大切で

あることを伝える。 

 

 

(6) 評価の進め方（評価方法） 

ア ワークシート 

「選択したグラフとその理由」「伝えたい内容と表現を工夫した点」等の項目の書かれた

ワークシートに記述した内容で評価する。 

 

イ 作成されたグラフ 

２時限目に表計算ソフトを使用して作成したグラフについて、ワークシートに記述され

た内容に応じて、「適切な種類のグラフが選択できているか」「意図を伝えるために表現を

工夫することができているか」を評価する。 

 

３ 授業の状況 

(1) 指導するに当たって、学校の状況に応じて留意したことやその理由 

ア 学習するグラフの種類について 

知識構成型ジグソー法では、三つか四つの知識を部品として組み合わせることで解ける

ものになるように問いを設定する。今回の問いを解くために必要な知識として、「棒グラフ」

「折れ線グラフ」「円グラフ」「レーダーチャート」の４種類のグラフを取り上げ、それぞ
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れの班で一つのグラフについて学習させた。 

 

イ 使用するデータについて 

学校経営案に掲載されている「学級別人数」「出身中学校別人数」「部活動別人数」「卒業

生の進路状況」のデータを表計算ソフトウェアで利用できるようにした。 

また、事前に、学校生活に関するアンケートを実施し、学習や部活動、行事、教員、友

人に関する満足度に関するデータを提供した。なお、データから個人情報が特定されない

ように、匿名化の処理を行った。 

 

ウ エキスパート活動について 

生徒一人一人に主体的に取り組ませ、考えや意見を述べる機会を増やしたいと考え、班

の人数を少なく編成し、一班５名以下でエキスパート活動を進めた。 

 

エ ジグソー活動について 

基本的に、４名を一班としてジグソー活動を行った。人数に過不足があるクラスは、４

名または５名を一班とした。５名の班には同一グラフについて学んだ生徒がいることにな

るが、３名にすることで学習するグラフの種類を減らすより効果的であると考えた。 
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(2) 授業実践後に協議して設定した評価規準と、それぞれの基準の典型的な作品例 

規準 

基準 

高校の特徴や魅力を

伝えるために、適切

にデータを分析し、

目的に応じたグラフ

を作成することがで

きる。 

生徒の作品例 

 

※基準 C は生徒の作品ではなく、想定 

される作品の例である。 

Ａ 

（十分満足

できる 

状況） 

高校の特徴や魅力を

伝えるために、適切

にデータを分析し、

目的に応じた説得力

のあるグラフを作成

することができ、そ

のグラフを作成した

理由や意図を明確に

表現することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜伝えたい内容＞ 

棒グラフにし、高さで満足度を強調した。授

業から行事までほとんどの人が「５」で満足

していることが色でわかる。 

Ｂ 

（全員に到

達してほし

い望まれる

状況） 

高校の特徴や魅力を

伝えるために、適切

にデータを分析し、

目的に応じたグラフ

を作成することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜伝えたい内容＞ 

文系と理系によって特進にも科目別の勉強

時間の差がある。 

だが、平日と休日の勉強時間にはほとんど

差がない。 

授業, 

31.2%

教員, 

44.2%

友人, 

52.2% 部活, 

42.7%
行事, 

41.1%

-5%

15%

35%

55%

授業 教員 友人 部活 行事

全体の満足度

１（不満） ２ ３ ４ 5（満足）

満足度の高さを強調するために吹き出しを
つけ、パーセンテージを明記している。 

レーダーチャートを用いることで教科間の
差異、文系・理系の差異を分かりやすく示
している。しかし、他科目の差がないデー
タがあるなど不要な部分もある。 
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Ｃ 

（努力を 

要する 

状況） 

高校の特徴や魅力を

伝えるために、適切

にデータを分析でき

ていない、または、

目的に応じたグラフ

を作成することがで

きていない。 

 

 

 

 

 
＜伝えたい内容＞ 

○○中学校の人数の多さ。 

 

(3) 「Ｃ（努力を要する状況）」と評価した生徒への指導の手だて 

グラフの特徴や作成に当たっての留意点を再度確認させる。また、Ａの評価のグループ

の作品を紹介し、評価のポイントを理解させる。 

 

４ まとめ及び考察 

(1) 実習課題について（生徒の取組状況も含めて） 

ア パフォーマンス課題について 

「地域の中学生に自分が通う高校の特徴や魅力を紹介しよう」と題したパフォーマンス

課題については、生徒にとって身近なテーマであり、多くの生徒が意欲的に取り組むこと

ができた。また、複数のデータを生徒に提供したため、生徒同士で話し合いながら、一つ

の解に縛られない多様な考えやアイデアを共有させ、考えさせることができた点では評価

ができる。 

パフォーマンス課題を通して、情報機器を適切に活用して情報を処理、表現するための、

応用的・総合的な実践を行わせることができたが、他にも繰り返し、教科の内容に即した

パフォーマンス課題に取り組ませることで、より現実に即した思考力・判断力・表現力を

育成することにつながると考えられる。 

イ 課題の設定について 

今回の課題は、次期学習指導要領の「情報Ⅱ」の「情報とデータサイエンス」を見据え、

統計分析を活用した問題解決を扱ったが、データ分析の授業を行う際、教員は課題の設定

やデータの用意に苦労する。しかし、学校に関する情報であれば、学校経営案に掲載され

ている各種資料や、各校で実施されている学習や生活に関する調査等のデータを使用する

○○中学校を強調するための工夫はされて
いるが、人数やパーセンテージのラベルが
なく、人数の多さが伝わらない。 
他の中学校の情報が省かれているため、 
このグラフから情報を正しく読み取り、判
断することができない。 
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ことができ、どの学校においてもさまざまなデータを用意することが可能である。また、

「年度別」「学年別」「男女別」等のデータを用意することができるため、一つのデータを

グラフ化させるだけでなく、複数のデータをグラフ化させたり、複合グラフを作成させた

りするなど、学習活動に幅をもたせることができた。 

また、今回の課題は、生徒にとって身近で具体的な事例であるため、学習に対する関心・

意欲を高め、主体的に取り組ませることができた。生徒、教員ともに大変取り組みやすい

課題を設定することができた。 

 

  ウ 知識構成型ジグソー法について 

ジグソー活動では、生徒は自己の役割と責任を果たす必要があるため、先に行うエキス

パート活動では、担当するグラフに対する理解を深めようと主体的に学ぶ姿勢が見られた。 

また、ジグソー活動１では、相手に伝えようとジェスチャーを交えながら一生懸命に説

明する姿、相手の説明を理解しようと耳を傾けて丁寧にメモをとる姿が見られた。ジグソ

ー活動２では、それぞれの知識を組み合わせ、課題に取り組む姿が見られた。 

関わり合いを通して一人一人が学びを深めていく知識構成型ジグソー法による学習は、

知識と技能の定着を図り、理解を深めると同時に、考え方や学び方そのものを学べる点で

も大変優れた学習法であると感じた。 

 

  エ 指導の流れについて 

計画では、２時間の授業で、知識構成型ジグソー法の「STEP.4 クロストークで発表し、

表現を見つける、STEP.5 一人に戻る」というころまで実施する予定であった。しかし、

実際に授業を行うと、エキスパート活動及びジグソー活動１のグラフに関する学習に１時

間、ジグソー活動２のパフォーマンス課題への取組に１時間を要した。その後、全体発表

と自己評価・相互評価、振り返りを行うために１時間、計３時間の授業を行った。 

さらに１時間を充て、自己評価や相互評価を踏まえて伝えたい内容や作成したグラフを

見直し、グラフを作り直すとより効果的な学習活動になると感じた。そのためには計４時

間が必要であった。 

 

(2) 評価について 

「高校の特徴や魅力を伝えるために、適切にデータを分析し、目的に応じた説得力のあ

るグラフを作成することができ、そのグラフを作成した理由や意図を明確に表現すること

ができる。」を基準Ａとした。 

「理由や意図を明確に表現する」という点では、多くの班が基準Ａであった。エキスパ

ート活動及びジグソー活動でグラフの種類や特徴、作成時の注意点について学習したこと

による成果であると考える。一方で、「目的に応じた説得力のあるグラフを作成する」とい

う点では改善を要する班があった。 

 今回の評価は、一つの規準に、「適切にデータを分析する」「目的に応じたグラフを作成

する」「説得力のあるグラフを作成する」「理由や意図を明確に表現する」という４つの観

点があり、評価に悩む作品もあった。四つの観点をそれぞれ独立した規準とし、ルーブリ

ックを作り直す必要がある。 
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(3) 授業実践の改善に向けて  

多くの生徒は主体的に取り組んでいたが、パフォーマンス課題に対する関心・意欲が低

い生徒や、コミュニケーションを苦手とする生徒もおり、受動的な態度の生徒も見受けら

れた。生徒及び班の様子を見ながら適宜声かけや助言を行うことが大切である。また、効

果的な協調学習を行うために、場合によっては班編成時に配慮が必要である。 

本研究では、思考力・判断力・表現力を評価の対象としたが、単元全体では、他の評価

の観点も対象とし、明確な規準及び基準を設定した上で適切に評価を行うことが必要であ

る。 

生徒たちは、テレビや新聞、広告、大学入試で課される小論文など、さまざまな場面で

データやグラフを目にする。そのため、情報の受け手として図表やグラフから情報を正し

く読み取る力と同様に、情報の送り手として図表やグラフを用いて情報を分かりやすく表

現する力も育成することが必要である。 

これらの力を育成するために、ルーブリックの見直しと改善を図ったうえで、本研究で

作成したパフォーマンス課題による授業実践を次年度以降も継続したい。 
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